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首都国道事務所発注工事において、「見積活用方式」を試行し、

「難工事指定」、「余裕期間制度」を採用します。
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工事発注において、予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札の
とりやめや不調が予測される工事について不調不落対策を試行しております。

今回発注する「Ｒ３国道３５７号塩浜立体山側擁壁その３工事」について、以下のとお
り不調不落対策を試行及び採用します。

①「見積活用方式」
本工事は、供用中の首都高速道路と国道３５７号に挟まれた狭隘な箇所での施工とな

るため、作業効率が低下することが懸念されます。
このため、入札者から見積の提出を求め、その価格の妥当性を検証のうえ、予定価格

に反映する「見積活用方式」を試行します。
見積を求める工種は、標準的な積算と乖離が予想される工種より選定しています。

②「難工事指定」
工事を適切に完成させた場合、その後の発注工事における総合評価項目「難工事施工

実績評価対象工事（試行）」を加点対象とする「難工事指定」を採用します。

③「余裕期間制度（発注者指定方式）」
受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準

備を行うことが出来る余裕期間を設定した工事であり、発注者が指定した工事の始期ま
でが余裕期間となります。なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置
が不要となります。



《工事概要》

（１）工 事 名：Ｒ３国道３５７号塩浜立体山側擁壁その３工事
うらやすしみはま

（２）工事場所：千葉県浦安市美浜４丁目地先
（３）工 期：令和４年７月１５日から令和５年２月２８日まで

（余裕期間 契約締結日の翌日から令和４年７月１４日まで）
（４）入札方式：一般競争入札総合評価落札方式（施工能力評価型Ⅱ型）
（５）工事種別：一般土木工事Ｂ＋Ｃ
（６）工事内容（概要）：擁壁工

作業土工 1式
既製コンクリート杭 ＰＨＣ杭 φ６００ １００本
コンクリート（場所打擁壁） 約１，２００m３
鉄筋 約７５ｔ
構造物撤去工 1式

《見積活用方式について》
○見積の提出を求める工種

・直接工事費のうち、「既製杭工」
○見積の提出を求める理由

本工事は、供用中の首都高速道路と国道３５７号に挟まれた狭隘な箇所での施工と
なるため、作業効率が低下し、標準的な積算と実勢価格に乖離が生じると想定されま
す。

このため、入札者から見積の提出を求め、その価格の妥当性を検証の上、予定価格
に反映する「見積活用方式」を試行します。

《難工事指定》
本工事は、施工箇所が狭隘な箇所であり、作業スペースの確保が困難であることから

厳しい施工条件であるため、「難工事指定」を採用します。
「難工事指定」された工事は、完成時に70 点以上の工事成績評定を通知された場合、
今後発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目にお

いて加点対象となります。

《余裕期間制度（発注者指定方式）》
本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働力

確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、発注者が指定した工
事の始期までが余裕期間となります。

なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。

《スケジュール》
○入札公示、入札説明書、見積依頼書 交付 ：令和４年 ４月 ６日（水）
○競争参加資格確認申請書、見積書 提出期限 ：令和４年 ４月２１日（木）
○入札書・工事費内訳書 提出期限 ：令和４年 ５月１９日（木）
○開札日 ：令和４年 ５月２４日（火）
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